







































て IL-1β, COX-2, IL-6 など代表的な破骨
細胞誘導関連遺伝子の発現が上昇し、これに 
cadherin-11 や N-cadherin が部分的に関
与していることを明らかにした  (Br J 
































癌細胞株 MCF7 を用いた。MCF7 細胞を蛍
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して単独で培養した MCF7 細胞を用いた。 

















3) Fatty acid binding protein 4 (FABP4)が
癌細胞の浸潤に及ぼす影響 
 脂肪細胞から分泌される FABP4 が癌の浸
潤に及ぼす影響を調べるためにヒト前立腺




















しられている secreted protein acidic and 
rich in cysteine (SPARC) で、約 52 倍であ
っ た 。 続 い て 、 decorin, microfibrillar 













いて脂肪分化マーカーである  FABP4, 
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